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１ 令和６年度 地域協議会委員現地検討会の開催 
  １０月４日(金)、白鷹町山口地内「山口里山を楽しむ会」（以下「山口の会」）と長井市西根地

区「西根森づくりの会」（以下「西根の会」）の活動現地において、当対策事業の大隅アドバイザ

ーも交えて、地域協議会委員による現地検討会を開催しました。 

山口の会にあっては、作業道の整備を順次進めながら林内作業車を配備して森林整備に伴う発

生材の活用を計画的に進めており、当日は、その活動地のうち「森林資源利用タイプ：スギ林

1.1ha」と「森林機能強化タイプ：作業道約 350m」、２つの活動現地に赴き、西根の会にあっ

ては、昨年度東北・北海道地区緑化功労者表彰を受賞するなど森林整備に加え発生材の利活用、

関係人口の創出等を通じた地域づくりにも積極的に取り組んで成果を挙げており、その活動地の

うち「地域環境保全タイプ：スギ林約 2.5ha」の活動現地などに赴いて現地検討を行い、委員４

名と大隅アドバイザー、活動組織を合わせ 13 名が参加されました。 

山口の会の活動地では、同会 本木副会長から活 

動のきっかけや成果について、菅原事務局長からは、 

雨天に備え自ら作成された配付資料も用いながら、 

会員の構成や、今年度導入した林内作業車の選定根 

拠と導入の効果、集材・搬出作業上の工夫などにつ 

いて説明を受けました。踏査した林地においては、 

除間伐によって林床が明るく整備された様子や、雨 

水の影響を避けるため要所に横断排水を施して整備 

した作業道をご案内いただきました。 

 西根の会の活動地では、同会 芳賀代表より説明い 

ただきながら、かつての間伐後樹間に天然更新して 

きたホオノキ、トネリコなどを残し、長い目で混交 

林化を目論み整備したスギ林と、そのモニタリング 

箇所（相対幹距比）を見せていただきました。また、 

同会が作業を請け負い薮の刈払いを行った「鳥獣緩 

衝帯」整備箇所や西根地区と長井市との協働により 

整備された戸根林展望台もご紹介いただきました。 

  その後、西根コミュニティセンターでふりかえり 

の座談を行い、委員らからは、両会の進める林地の 

整備・保全活動に対し高評価をいただくとともに、 
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やむなく一人で作業する場合の作業予定の共有、開始・終了の相互確認などによる安全確保、適

切な幅の「つる」を確保した伐採法などについて、指導・助言をいただきました。 

また、意見交換では、バッテリー式チェーンソー作業でも振動が大きくならないよう機材の整

備が必要なことや、傷害保険への加入、機材整備や市町村助成の課題などが話題となり、各組織

と委員・事務局との有意な対話の機会となりました。 

２ 令和６年度事業における採択変更承認について など  

今年度は、5 月に発生した南陽市・大規模林野火災の影響から、内原里山保全を楽しむ会に係

る交付金手続を一旦保留させていただくという異例のスタートとなりましたが、事態の鎮静化を

待ち同月末に行った現地確認の結果に基づいて、林野庁の承認も得られ、6 月末からは当初の計

画に沿った活動を始めていただいているところです。 

その一方で、5 月 13 日実施の地域協議会審査を経、例年並みに採択決定された 11 組織のう

ち、間沢下掘共同造林組合（西川町）にあっては、残念ながら、同組合のご都合により今年度の

交付金を用いた活動を 8 月までに断念されております。 

これに伴っては、当県に割り当てられた交付金の枠内において、各活動組織のご意向などを踏

まえ、所在市町のご意見をあらためて伺った上で、細野の山を愛する会（尾花沢市）、最上町山の

会、玉庭地区交流センター四方山館（川西町）および山口里山を楽しむ会の４組織について、9

月 13 日付けでそれぞれの活動区域を拡大し、交付金を増額する採択変更を行っております。 

これらの件、ご承知ください。 

３ 令和６年度 技術研修会のご案内 

各組織の活動継続に向けた収入確保につながる取組みとして、また、発生材等の有効活用策の

ひとつとして、今年度の活動組織メンバーを対象に、里山林でのきのこ、山菜の生産など特用林

産物の利活用について研修を行います。 

業務多忙の折とは存じますが、多数の参加をお願いします。（参加は無料です） 

日 時：１０月３１日（木） 13:15～15:30 

場 所：集合地・座学：玉庭地区交流センター(川西町大字玉庭 6708-5 ℡0238-48-2130) 

    現地：川西町大字朴沢地内 小松沢地区（「四方山館」活動地のほだ場 他） 

講 師：県森林研究研修センター 森林資源利用部長 中 村 人 史 さん 

内 容：テーマ 「特用林産での山の利活用」 ～ 山での山菜・きのこ栽培の留意点 ～ 

申込み：１０月２１日(月)までに、事務局あて e-mail か fax でお申し込みください。 

担 当：増本 e-mail  masumoto@ymidori.or.jp 

Fax      023-688-6634 

 ４ 令和７年度林野庁事業案について（概算要求資料より） 

   ８月末に林野庁関係の令和 7 年度予算概算要求の概要が公表され、現行の森林・山村多面的

機能発揮対策につき、次年度に向け変更・見直し検討が行われることが明らかになりました。

（添付資料参照                                   ） 
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これを受け 9 月初めオンラインで行われた打合せ会では、同庁担当課から各県地域協議会に

対し、その変更・見直し案たる「森林・山村地域活性化振興対策」について（財務省との折衝前

の段階での）同庁の考え方が説明されましたので、そのポイントを書き出してお伝えします。 

① 国庫助成の前提となる事項として、安全対策講習の修了者が加入している等、一定の条件を

満たす活動団体等を「山村活かし隊」として登録（登録の具体的な手続・条件等は未確認） 

←R６に現多面的事業１年目、２年目の活動組織が R７に２年目、３年目として活動する場

合も新事業での登録要 

② 活動継続の資金源が確保されやすいように、山村活かし隊が集落活動等として集落周辺の

里山林（から生じる資源）を活用する取組みを支援。（←現「地域環境保全タイプ」の取組み

だけのままでは支援対象となれない） 

 ただし、林野庁としては、（詳細な制度設計は以後関係者と折衝の上詰めることとなるが）

その「活用」の新たな条件追加で組織活動のハードルをなるべく高くしない考え方でいる、

とのこと。 

③ 加えて、「本格活動型」として、山村活かし隊のうちでも、セミプロ的組織（予算資料上「半

林半 X」等と表現）が、人工林を本格活用する取組みについて（本格活用に伴ってかかり増

しする経費を加味し）より手厚く支援。 

…「半林半 X」：サービス業のような他の仕事で収入を得ながら、アイディアと技術を活かし

て、地域の森林資源からも収入を得ることにより生計を立てるライフスタイルと定義（資料

参照。その具体的な条件等は未確認） 

  例年 11 月中～下旬には林野庁担当課から事業説明を受ける機会があり、新たな情報を入手

次第、直ちに皆様にお伝えするようにいたします。皆様方の疑問や確認したい事項についても、

随時事務局にお寄せください。 

そして、次年度予算に見通しが立ち次第、林野庁と共に新事業の周知・募集に取り組むことと

なりますが、同庁に対して現場の課題・意見を伝えながら、できるだけ活動を続けやすい運用を

求めてまいります。他方、公金を用いた助成につき数量的に確認可能な成果が要求される現実も

あり、若干でも発生材を集材・搬出できないか見通しながら活動適地を追加で掘り起こすなど、

活動計画上の戦略も練っておいていただきたいと考えております。 

＜付録 １０／４現地検討会スナップ＞ 
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（R6.8月　令和７年度林野庁予算概算要求
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	通信_compressed.pdf
	R７予算概算要求_compressed.pdf

